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　6年目となる2025年度は、8 組の研究員が、脱
炭素や空き家問題などの多岐にわたるテーマで三
鷹市のまちづくりのための調査研究を行いました。
これらの論文を収めた論文集第 6号は秋ごろ発行
予定です。
　2026年度も研究員とともに三鷹市のまちづくり
のために地域の課題解決や価値創造に挑んでいき
ます。

2025年度 
三鷹まちづくり総合研究所
「まちづくり研究員」

紀要「三鷹まちづくり研究」
第5号を発刊！
（2025年10月1日）

特設ページはコチラ→

三鷹ネットワーク大学 賛助会員

(一社)アジア経営戦略研究所
イマジニア(株)
エム・ティ・プランニング(株)
NTT(株) 情報ネットワーク総合研究所
NTT東日本(株)
エンゼル(有)
(同)科学成果普及機構
(有)柏屋
(NPO)ガリレオ工房
(株)キズナ・ば

2026年 4月 1日現在：52団体（五十音順）

東京大学大学院総合文化研究科 教養学部
(公財)東京都公園協会 神代植物公園
(公財)東京動物園協会 井の頭自然文化園
東京三鷹ロータリークラブ
東洋学園大学
トヨタモビリティ東京(株)
(一社)日本サイエンスコミュニケーション協会
(NPO)日本バイオ技術教育学会
(株)ヌールエ　デザイン総合研究所
野村證券(株)吉祥寺支店
(NPO)花と緑のまち三鷹創造協会
(一社)ビューティフルエージング協会
(株)まちづくり三鷹
三鷹ICT事業者協会
三鷹光器(株)
(公財)三鷹国際交流協会
(公社)三鷹市医師会

(公財)三鷹市スポーツと文化財団
(NPO)みたか市民協働ネットワーク
三鷹商工会
三鷹SOHO倶楽部
(NPO)みたか都市観光協会
(一社)武蔵野コッツウォルズ
武蔵野大学
(学)立教女学院

(一社)協同総合研究所
(NPO)クリエイティブライフデザイン
(NPO)グレースケア機構
境交通(株)
(株)佐藤総合計画
JA東京むさし三鷹支店
JRCエンジニアリング株式会社
西武信用金庫
(一社)ゼロはら
(有)そーほっと
(株)ソシオエンジン・アソシエイツ
SocioFuture(株)
(一社)地域資源研究所
(一社)中日文化研究所
(一社)電気学会
電子システム(株)
(株)東京スタジアム 京王アリーナTOKYO

教育・研究機関の知的資源を地域社会に
提供することで、市民により高度な学習
の機会を提供する

民学産公の連携により新しい技術やシス
テムの開発を支援し、地域に根ざした産
業の支援・創出を目指す

市民が地域で活躍するためのさまざまな
知識や手法と交流の場を提供し、協働の
まちづくりを推進する

教育・学習機能

研究・開発機能

窓口・ネットワーク機能

https://www.mitaka-univ.org/
三鷹ネットワーク大学HP 

三鷹ネットワーク大学の

３つの機能

　三鷹ネットワーク大学推進機構の正会員
は次の21の教育・研究機関等によって構成
されています。

　三鷹ネットワーク大学推進機構の賛助会
員は 52の大学・企業・NPO・市民活動団体
により構成されています。

賛助会員一覧  6 ページ
(2026 年 4月 1日現在)

アジア・アフリカ文化財団
亜細亜大学

海上・港湾・航空技術研究所
杏林大学

国際基督教大学
国立天文台
白百合女子大学
成蹊大学
大正大学
電気通信大学
東京外国語大学
東京学芸大学
東京女子大学
東京都立大学
東京農工大学

日本獣医生命科学大学
日本女子体育大学
法政大学
明治大学

ルーテル学院大学
三鷹市

賛助会員

正会員

三鷹ネットワーク大学の

最新情報を
配信中！

●X（旧Twitter）　@mitakanwuniv
https://x.com/mitakanwuniv

●Facebook　@mitakauniv
https://www.facebook.com/mitakauniv

●YouTube　三鷹ネットワーク大学チャンネル
　https://www.youtube.com/channel/UCuz-

bZ4F2WogTNrNGZBRsPRQ

　YouTubeチャンネルを2020年3月に開設
しました。視聴回数は、チャンネル全体で
43,700 回超となりました。
（2026年4月現在）

三鷹ネットワーク大学は、教育・研究機関と企業、
NPO等が連携し、民・学・産・公の協働による新しい
形の「地域の大学」として、地域で活躍する人財の
育成と地域産業の支援・創出により、活力ある豊か
な市民社会の実現を目指して活動しています。

▶
まで）

ル3階

三鷹ネットワーク大学

0422-40-0313 / 0422-40-0314
火曜日～土曜日　9:30 ～ 21:30（入館は21:00
日曜日　9:30 ～ 17:00
月曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）

TEL / FAX
〒181-0013 東京都三鷹市下連雀3-24-3 三鷹駅前協同ビ

開館時間

住所

休館日

研
修

みたか太陽系ウォーク
2026年2月13日～3月22日

デジタルスタンプラリー

みんなのスタンプラリー

　１話 10分で学ぶ教養動画メディア「テンミニッツ・アカデミー」
から、選りすぐりの講座を「三鷹ネットワーク大学特設動画ページ」
サイトにて毎月３本無料で配信しています。
　※通常「テンミニッツ・アカデミー」では、講座を 1 話 10 分に
分割して５～ 10回で連続配信していますが、本サイトでは１講座
を１動画に再編集しています。 

　会員大学の学生たち８団体が三鷹のまちづくり
や未来の地域社会についての提案発表とポスター
セッションを行い、優秀賞３グループが選出されま
した。優秀賞３グループは、三鷹市長への提案発表
会に参加し、最優秀賞の市長賞が決定しました。
　市長賞は、杏林大学（杏林・三鷹 Reha×Com-
munity ラボ（リハコミュラボ））「子供と高齢者の世
代間交流を促進する街づくり - 大学生による世代
間交流活性化」が受賞し、優秀賞は、大正大学と白
百合女子大学のチーム（個人）が受賞しました。
2026年度も学生ならではの独創的でユニークな
提案を募集する予定です。

　2025年８月に、子ども向け特別講座を
４回実施しました。１０月には、記念講演
会・記念式典・祝賀交流会を開催し、同
時に記念誌を発行しました。翌２～３月に
は天文☆科学情報スペースにおいて「み
たか星空案内サポーター」が撮影した天
体写真の展示を行いました。
　３月に、まちづくり研究員サミットと題
し、アドバイザーによる基調講演、卒業生
によるトークセッション、現役研究員も含
めた交流会を行いました。

企画展示
　三鷹駅から徒歩５分程にある「天文・
科学情報スペース」で、今回の「テーマ天
体」である天王星・海王星を中心とした
パネル展示やオリジナルの惑星を描く
コーナー、13億分の1に縮小した太陽や
惑星模型の展示を行いました。

　6年目を迎えた本講座は、三鷹市
の創業支援のなかで「創業機運醸成」
の役割を担っています。斉藤憲仁氏
（三鷹 SOHO倶楽部共同代表、企画・
デザイン事務所アイポイント代表）
をメイン講師に据え、飲食ビジネス
とシェアオフィス経営、行政書士と
いう3つの業種でサブ講師を招聘し

て、売れる商品とサービスの事例を紹介。受講者は身の丈レベル
のマーケティングとプロモーション手法を学びつつ、「事業計画書」
の重要性を認識します。講師からだけでなく受講者同士が双方向
で学ぶサロンの性質を持ち合わせた講座となっています。

　三鷹の魅力を再発見し、光をあて、磨き上げていくことができる
「三鷹『通』」を養成することを目的とした講座です。2025年度は、
戦後 80年の節目であることから、戦前から残る市内の農地を見学
し、戦時中に避難場所等として活用された農地の話や現在に至るま
での農業の変遷などについて農家さんから直接伺い、また、農地見
学もセットで行うことにより、平和への祈りと都市農業への理解を
深めました。

◆まちづくり研究員アドバイザー◆
石田幸生（亜細亜大学准教授）、進邦徹夫（杏林大学教授）、仲北浦淳基（大
正大学准教授)、西尾隆（国際基督教大学名誉教授）、古本泰之(杏林大学教授 )、
渡邉大輔（成蹊大学教授）、宇山陽子（三鷹ネットワーク大学推進機構元常
務理事）

研究成果発表会（2025年10月）
（A4判、280ページ）

　みたか太陽系ウォークは、三鷹市内を13 億分
の１に縮小した太陽系に見立て、11の天体エリア
の店舗や施設に設置されたスタンプを集めるこ
とで、「まち歩き」を楽しみながら、太陽系の大き
さや距離を実感するイベントです。

　市内全域の店舗や施設等 115 カ所に
デジタルの「惑星スタンプ」を設置し、
参加者は各店舗等に掲示されたＱＲ
コードを読み取ることによりスタンプ
を取得しました。大人から子どもまで
1,000人以上の方にご参加いただきま
した。

　スマホ操作が苦手な方やスマホをお
持ちでない方などどなたでも楽しめる
よう、市内20カ所にゴム印を設置し、紙
製マップの上に押して集めるスタンプ
ラリーを同時開催しました。

三鷹ネットワーク大学
開設20周年記念事業を実施しました

　著名な文学者たちが、中央線沿線の風
景をどのように描いたのか、また沿線地
域への居住の契機や沿線との関係性を辿
ることにより、文学作品を読む新たな楽
しみを見つけるとともに、地域の魅力を
再発見することを目的とし、2020年度に
スタートしました。第６回は荻窪・西荻窪
に場所を移し、三鷹ゆかりの作家である
太宰治や山本有三と交流のあった井伏鱒
二や石井桃子の作品を取り上げました。
座学のみのコースと、作品の舞台を実際に歩く散策コースを設け
て実施。散策では、荻窪駅北口を起点に、太宰治がかつて住んで
いた場所や、山本有三の絶筆作となった『濁流　雑談　近衛文麿』
に登場する荻外荘（近衛文麿旧宅）を辿りました。

　2025年度の配信動画のなかでは「司馬遼太郎のビジョン～日本の
姿とは？」（約80分、片山杜秀・慶應義塾大学法学部教授）、「禅と
は何か～禅と仏教の心」（約80分、藤田一照・曹洞宗僧侶）が再生
回数100回を超える人気ぶりでした。

　空き家の利活用に関するモデル的な実証事業として2026年4月から本格実施
する「地域参加型シェアハウス」事業の開始に必要な準備を進めました。本事
業では、若手クリエーターのスタートアップ支援を目的としたシェアハウスの
運営と、地域住民や若手クリエーターの交流等を通じた地域活性化を目的とす
る地域交流施設の運営を一体的に行います。
　2025年度は、「寄贈物件を活用した『三鷹ヴィレッジ・森のアトリエ』運営方針」
を策定するとともに入居申込の受付を開始しました。また２月にシェアハウス
入居希望者向けの説明会を、３月にはオープンハウスを実施しました。
　今後、４月１日には地域交流施設のオープンを、同月18日からはシェアハウス
の入居開始を予定しています。

　NPO法人みたか市民協働ネット
ワークとの共催により、地域団体
等における人財育成や団体間の連
携強化、また、異なる背景を持つ
地域人財が交流し、各団体の知見
を融合することで、三鷹のまちが
抱える課題に対する効果的な解決
策を探求するため、2025年 4 月に
本サロン事業を開始しました。

https://10mtv.jp/mitaka-univ/

学生による
ミタカ・ミライ研究アワード

　開始初年度である2025年度は、構成団体による事例紹介や課題
の共有、グループワークを通じた課題解決のためのアイデア検討を
行いました。将来的な展開として、三鷹まちづくり総合研究所内の
「研究会」等の枠組みの活用を視野に入れ、政策形成・事業化を検
討します。


